


ははじめに 
 

美しい山形・最上川フォーラムは平成 13 年に発足し、山形県の母なる川“最上川”をシンボル

に掲げ、「美しい元気な山形づくり」に取り組んでおります。その一環として清流・環境対策部会

では、平成 14 年から「身近な川や水辺の健康診断」、「美しいやまがたクリーンアップ・キャンペ

ーン」を継続して開催してまいりました。この事業は、山形県内で多くの県民のみなさん、環境団

体、学校、職場、企業、関係行政機関など様々な方から参加いただき実施しております。さらに平

成 21 年度から「ゴミを捨てさせない」仕組みづくりを目指し、ゴミ発生源対策「捨てない・すて

させない in 最上川」に取り組んでおります。特に、山形県の海岸に散乱するゴミの多くは、陸域の

ゴミが河川を通じて流出すると言われております。そのため、県内の水環境を美しく豊かに守り育

ていくためには、森から河川、海岸と河川上流域から下流域まで、それぞれの地域に住む人々が連

携して取り組みを進めることが大切だと考えています。 

この報告書では、「身近な川や水辺の健康診断」「美しいやまがたクリーンアップ・キャンペーン」

の調査結果を取りまとめ報告し、結果を共有して共通の認識を持つことを目指しています。今年度

は報告に加えて、巻頭に鶴岡工業高等専門学校 名誉教授 小谷卓氏から「川ゴミ・海ゴミ問題と最

上川の水質等」について寄稿いただきました。 

また、昨年度から冊子より変更し、ウェブ上でデジタルブックとして発行しております。 

今後とも、住民、学校、行政、企業など多様な主体が協同して「美しい元気な山形づくり」活動

の輪が広がるよう、水辺環境を保全する取り組みに多くの方々が参加していただければ幸いです。 

 

                            美しい山形・最上川フォーラム 

                           清流・環境対策部会長 菅原 幸司 
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特特別寄稿 

 

川ゴミ・海ゴミ問題と最上川の水質等について 

 

 

鶴岡工業高等専門学校 名誉教授  小 谷  卓 

（山形県海岸漂着物対策推進協議会 会長） 

 

日頃より、美美しい山形・最上川フォーラムの皆さまには、「美しいやまがたクリーンアップ・キャン

ペーン」、「身近な川や水辺の健康診断」を継続して行われていることに対して、心より御礼と感謝

を申し上げます。山形県の 90％以上の市町村を流れゆく母母なる川最上川は、県民のシンボルとし

ての川であり、その川がききれいで、美しい川であることは山山形県民の、心(こころ)そのものであると、

私は思っております。 

私は、県からの委託研究事業として、平成 25 年度に赤川、26 年度には最上川の河河川ゴミ調 

査を行いました。河口から上流までさかのぼり、河川敷に滞留（漂着）・散乱しているゴミを撮影又

は回収できる場所を調査地点として選定し、調査地点毎に河川敷に滞留･散乱しているごみを全

量回収し、その種類と量（重量及び個数）について調査しました。そして、「水辺の散乱ゴミの指標

評価手法」を用いてごみの量より「ランク」を判定し、その結果を基に「最上川・赤川ごみマップ」が

作成されました。(下記写真) 

その調査結果についてすこし解説してみます。 

最上川の回収ごみの種類別ワースト１０は以下の通りでした。（ごみの総数は３３０３５個）  

    １１．発泡スチロールの破片：    １２２４個     ６．食品ポリ袋：   １０３個 

    ２．ペットボトル：               ７９０個    ７．硬質プラ：        ９７個 

    ３．飲料缶：                  １６０個    ８．飲料ビン ：    ９２個 

    ４．ポリ袋・シート：              １３０個    ９．食品プラ容器：    ４８個 

    ５．プラスチックボトル：        １１２個    10．スプレー缶：    ４７個 

以下、食品の発泡スチロール容器(25 個) 、ボール(23 個) 、ポリ袋(食品用以外)(22 個)、 

くつ・サンダル類(21 個) となりました。 

これらの結果から分かることは、最も多かったのが、発発泡スチロールの破片で、発発泡トレイの破片を

含めると 11224 個(40.3％)となります。これは、魚箱や食品用の箱として家庭に入ってきたものが、

二次使用の過程で風に飛ばされたり、水に流されたりしたものが破壊されながら河川へと流入し、

下流に行くにつれ小さくなっていく構図が分かります。 

また、次に多い飲飲料・食品の容器包装類（ペペットボトル、飲飲料缶、食食品ポリ袋、飲飲料ビン、食食品プ

ラ容器、食食品の発泡スチロール容器）を加え、ススプレー缶・カセットボンベ、ボボール、靴・サンダル類

などを加えると私たちの生活の中から出るゴミが 11934 個(63.7％)になります。これに発発泡スチロー

ルの破片を加えると 993.4％となり、河河川ごみのほとんどが生活系のごみであることが明らかとなりま

した。 

結論として、海岸漂着物(海ゴミ)の発生起源は、決して、海 (外国)由来のゴミではなく、ほとん 
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 クリーンアップ実地箇所別データ  

平成29年度 参加団体一覧 

 

実施：49 団体、1,517 人 （順不同・敬称略） 

地域 団体名 調査地点名

ボランティアサークル 510 ① 米沢市万世町刈安地内

ボランティアサークル 510 ② 最上川水系最上川 米沢大橋～新田橋

ボランティアサークル 510 ③ 国道121号入田沢地内

米沢松岬ライオンズクラブ 成島町の松ヶ根橋西広場

黒滝会 最上川黒滝上手

飯豊町立第一小学校 学区通学路

かわせみ会 和田川橋(R 13)下流両岸

株式会社かわでん 前川周辺～会社までの通勤道

川をきれいにアザラシよぼう『お～いタマちゃんクラブ』 最上川新田橋左岸下流

ゼオンケミカルズ米沢 最上川上流河川緑地公園

アクアソーシャルフェス2017① 長井市最上川河川敷

村山犬川と親しむ会いきいき協力会Aチーム 村山犬川下流右岸

村山犬川と親しむ会いきいき協力会Bチーム 村山犬川上流左岸

東根さくらんぼライオンズクラブ 白水川河川敷

安藤ハザマ協力会東北支部 山形地区安全衛生協議会 山形市双月橋より山形大橋付近まで 河川敷

五百川峡谷クリーンアップ実行委員会 朝日町雪谷～カヌーランド

山形県商工会連合会A班 馬見ヶ崎ジャバ付近

山形県商工会連合会Ｂ班 竜山川 元木大橋下流

山形県商工会連合会Ｃ班 ニトリ付近 犬川

エヌエス環境(株)山形支店 梶原橋付近

長瀞・二の堀を愛する会 長瀞二の堀周囲

特定非営利活動法人環境ネットやまがた 竜山川冠橋付近右岸・左岸

大江中 S'59卒業生 "飛翔会″ テルメ柏陵下(大明神下)

水土里ネット三郷堰（三郷堰土地改良区） 中山町大字長崎最上川右岸河川敷(三郷堰頭首工)

山形大学生ボランティア① あかねヶ丘周辺

山形大学生ボランティア② 緑町周辺

山形大学生ボランティア③ 山形大学周辺

日田東地区企業等連絡協議会 沼川周辺

寒河江市立三泉小学校4年生 寒河江川橋右岸

きれいな川で住みよいふるさと運動推進部事務局 馬見ヶ崎ジャバ付近(ジャバ周辺)

川西町河川公園を愛する会 川西町河川公園(指首野川)

桧町アダプトの会 桧町1号公園脇の指首野川)

中の川中流愛護会 中の川橋～金華橋間

金山町有屋小学校 風の丘公園一帯(柳原)

鶴岡ライオンズクラブ① 内川（禅中橋～上内川橋上流左岸)

鶴岡ライオンズクラブ② 内川（禅中橋～上内川橋左岸)

鶴岡鶴陵ライオンズクラブ① 内川 内川ほっとパーク

鶴岡鶴陵ライオンズクラブ② 内川 内川ほっとパーク

心のふるさと新井田川の会 新井田川橋旭新橋～新井田川橋

岡崎医療株式会社 鶴岡営業所 湯野浜海岸

庄内総合支庁環境課 湯野浜海岸

清流美化推進協力会中野俣 中野俣川 水辺の楽校

余目ライオンズクラブガールスカウト 最上川河川敷(安藤組/砂利採取施設)

長者町けやきの会 新内川長者大橋～茂原橋左岸

酒田山王ライオンズクラブ 富野浦

酒田みなとライオンズクラブ 港緑地公園付近

酒田ライオンズクラブ 最上川河川南防波堤

酒田シーサイドライオンズクラブ 河川公園周辺

酒田さわやかライオンズクラブ スワンパーク
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身近な川や水辺の健康診断 

 県内一斉水環境調査「身近な川や水辺の健康診断」とは？  

「身近な川や水路の水質が知りたい」という県民のみなさまの声に応えるため、参加しやすく、わかりやすい

水質調査を平成14年度から毎年実施してまいりました。この調査は県内一斉にみなさまの地域を流れる河川の水

質やその水辺の環境を、簡単な水質調査キットを使って調べることにより、河川への関心を深め、関わりを理解

し、水辺の環境保全や改善へ向けた取組みにつなげていこうとするものです。 

調査結果はホームページや報告書で公表し、流域全体での情報共有や、地域ごとの課題解決のための材料とし

て活用します。 

 

  

【一 斉 調 査 期 間】 毎年６月上旬の１週間 ※授業や部活動で実施する場合は７月下旬頃まで    

【調 査 日 時 ・ 調 査 実 施 箇 所】参加グループごとに期間内で日時を決め、調査河川や調査地点を自由に選び調査します。 

河川のほか、用排水路や湖沼・ため池などの調査を行う場合は事前に管理者の了解を得て 

ください。 

【調 査 内 容】  ①パックテスト（簡易水質検査器材）を使った水質検査  6項目 

  

 

 

 

 

②透視度計（１ｍ）による透視度測定 

         ③水辺環境（ゴミや動植物などのようす）の簡単な目視調査 

         ④水生生物調査（希望する団体のみ） 

 

 

【参 加 対 象 者】 大人から子どもまで、誰でも参加できます。個人はもちろん家族、学校、NPO 、職場など 

での申し込みも歓迎です。ただし、小さなお子さんが参加する場合は、大人による十分な 

監視指導体制の確保が必要です。 

【参 加 費】 無料です。調査に必要なパックテスト器材は支給し、測定機器は貸し出しを行います。 

【準 備 す る も の】 筆記用具、参加者名簿、カメラ、ビニール袋（ゴミ袋）、紙コップ、温度計、メジャー、 

時計（ストップウォッチ）、空のペットボトル（１ 以上のもの）、雨具、長靴、帽子など。 

 

 

 調査結果一覧は当フォーラムホームページに 公開中です。 

【期 間】 6月3日(土)～11日（日）（※授業や部活動などで実施6月3日（土）～7月28日（金）） 

【申 込】 90団体・241箇所・1,256名（参考H28年度92団体・253箇所・1,208名） 

【実 施】 87団体・259箇所・1,212名（参考H28年度89団体・257箇所・1,123名） 

 

1．目的 

２．内容 

３．その他 

４．平成 29 年度実績 

※「身近な川や水辺の健康診断」の実施は、一般社団法人全国浄化槽団体連合会の 
「水環境保全助成事業」の助成を受けております。 



 調査結果についての留意点  

この調査は、パックテスト（簡易水質検査器材）と透視度計を使い、地域のみなさまから調査し

ていただいています。結果の読み取りに個人差が生じることや、水自体も採水場所や時期、気象条

件などによって変化しますので、この測定結果はあくまで水質の傾向を知る目安と考えてください。 

 

パックテストはポリエチレンのチューブでできていて、 

中に試薬が入っています。 

【使い方】 ①チューブ先端の栓を引き抜き、調べたい水を 

          スポイトのように吸い込みます。 

②時間がたつと試薬が溶けて水の色が変化します。 

③項目ごとに決められた時間で標準色(比色カード)と 

          比べて濃度を判定します。 

 

【特 徴】 

     誰でも、簡単かつ安全に調査することができ、 

     結果もその場で分かります。学校や社会教育の 

     場でも教材として使われています。 
 
濃度の読み取りに個人差が生じることがあります。 

細かい数値が読み取れないことや誤差を生じさせる 

妨害物質が多いため公式の測定値としては認められていません。 

 

 ※この調査では、測定の精度を高めるために、同じ地点について同じ項目を３回測定し、 

  その平均を算出したものを結果とします。さらに、分析機関の方々にご協力いただき、 

  パックテストと並行して公定法による測定分析結果（P３１掲載）のご提供をしていた 

  だいています。 

 

 

  

透視度は水の透き通りの度合いを見るもので、 

透視度計は目盛りの付いた透明の管です。 

 

【使い方】 ①管の中に計測する水を入れます。 

 ②上からのぞきながら下に付いている栓を開き少しずつ水を抜き、 

  底にある２重十字線がはっきりと見えたときの水の高さ（ｃｍ） 

  を測ります。その高さが透視度になり、水が濁っているほど透視 

  度は小さくなります。 

 

【特 徴】 

         短時間に測定できます。 
 

         測定場所の明るさや水の色によって、 

      読み取りに個人差が生じることがあります。 

パックテストについて 

利点 

欠点 

透視度測定について 
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  調査実施グループ一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

※グループ名および調査地点名は、提出いただいた河川調査記録用紙に記載されたものを掲載しています。 合計 87 団体・259 箇所・1,212 名 
※河川名は添付された地図と地点より調べた上で、河川調査記録用紙に記載していただいたものから訂正している場合もあります。     （順不同・敬称略） 

※個人参加者の方は名字のみを掲載させていただいています。 
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 パックテストと公定法の測定値について  

  

調査結果についての留意点（Ｐ10）でも述べていますが、パックテストは専門的な分析機器を使

用することなく、誰でも簡単な操作のみで安全に調査ができ、結果も５分前後でその場で得ること

ができます。しかし、濃度は変化した色を比色カードと照らし合わせて読み取るため、個人によっ

て差が発生することや、細かい数値の読み取りができないなどの問題点があります。 

 この「身近な川や水辺の健康診断」では、パックテストの精度をより高くするために、同一地点

について各項目を３回測定し、その平均を算出したものを調査結果としています。 

 さらに、その精度について考える際の参考とするために、調査参加分析機関のみなさまにご協力

いただき、パックテストと並行して公定法による測定分析を行っていただきました。提供していた

だいた、公定法による測定値とパックテスト（簡易測定法）による測定値を下表にまとめました。 

 本調査の趣旨にご理解いただき、ご協力いただきました分析機関のみなさまに心より感謝いたし

ます。 

 

パックテスト（簡易測定法）と公定法との比較 

 



 水のきれいさの程度と生物  

  

川の中にはたくさんの生物がすんでいます。その種類は水の中に溶けている酸素の量（溶存酸素）

と深い関係にあります。溶存酸素は水温と水の汚れの程度によって変わり、少なくなるときれいな

水にすむ生物はすめなくなり、汚れたところの生物が多く見られるようになります。その地点にす

む生物を調べることにより、水質など川の環境の状態が分かります。このように川の環境の状態を

私たちに教えてくれる生物を『指標生物』といいます。 

出典「川の生きものを調べよう」環境省・国土交通省 編 

 

 

平成 29 年度は 56 団体、延べ 1,511 人の参加があり、平成 28 年度の 56 団体、延べ 1,606 人と

比較して団体数は増減がありませんでしたが、参加者は 95 人減少しました。参加団体の内訳は

表 1 のとおりで、学校としての参加が約半数を占めています。 

 表１ 参加団体の内訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43 河川（平成 28 年度は 45 河川）の延べ 87 地点（平成 28 年度は 91 地点）で調査が行われま

した。水系別では、表 2 のとおり最上川水系が最も多く、38 河川の 82 地点となっています。 

表２ 水系別調査地点数 

 
 
 
 
 
 
 

水質階級別にまとめた結果は表３のとおりです。 
  表３ 水質階級の内訳 

 

 

平成２９年度水生生物による水質調査結果 （山形県環境科学研究センター調べ ※国土交通省実施分を含む） 

1．参加状況 

２．調査河川及び調査地点数 

３．調査結果 

※四捨五入による端数処理のため、割合の合計が 100％にならない場合があります。 
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【参考】全国水生生物調査のページ https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/ 
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